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3月5日、吹田方面(エキスポシティ)に班外出に出かけました。
昼食は、本場ハワイにも店舗がある「エッグス・シングス」にて、ハワイアン料理とパンケーキを

食べました。その後、ニフレルの散策を行ないました。気になる物を見つけては「これ見て」と嬉し
そうに教えていただけました。動物のエリアでは、人が歩いているすぐ横を動物達がすり抜けて行く
ので、ビックリする方や「あれ可愛い」等の声も上がっていました。散策終了後、グッズ販売コーナー
で自宅へのお土産・ぬいぐるみのキーホルダーを購入されていました。車の中でご利用者の方に今日
の感想を聞くと、「ご飯も美味しかったし、パンケーキも大きいし良かった。」「ニフレルも可愛い
動物がいっぱい見れて満足だった。」と話されていました。

支援員 廣岡 麻生

3月12日・14日の2日に分け、バスで造幣局への一日外出に行きました。
造幣局では、普段自分たちが使っているお金が作られている工程を見学しました。博物館では日

本のお金だけでなく、オリンピックで使用されているメダルなども展示されており、記念撮影を楽
しまれていました。
普段とは違った場所への外出で、また一つ思い出に残る外出となりました。

支援員 庄野 達哉
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私は平成10年4月よりささゆり作業所に入職し事務員として26年間、勤
務をして参りました。お陰様で今年3月末日を持って定年退職となり、無事
に役目を終えて次の方にバトンを渡す日がきました。
長きにわたり私を支えて下さった多くの方々に、感謝を申し上げるととも

に、皆様の健康とご多幸をお祈り申し上げます。この書面をお借りして、お
礼の言葉に代えさせて頂きます。「本当に有難うございました。」

係長 小西 文子

この度４月１日付けでささゆり作業所へ配属されました。恵誠の里での経
験を活かし、１日でも早く皆さまのお力になれるよう精進して参ります。
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

支援員 近藤 数馬

４月１日付で恵誠の里に異動する事になりました。ささゆり作業所で勤務
し、5年間の間今日まで務めさせて頂けたのは皆様の暖かいご指導あってこそ
です。心から感謝しています。
ささゆり作業所で得た経験を新天地でも生かせる様に従事して参ります。

支援員 字室 克哉

3月28・29日の2日間に分かれて班外出へ行きました。貝塚にある「明治なるほどファクトリー」
で、普段私たちが食べているヨーグルトなどの食品を生産している所を見学しました。日頃から口に
している食べ物を、より身近に感じる事が出来ました。
帰りにはお土産も沢山頂き、いいリフレッシュになったと感じられました。

支援員 森本 結

3月21日、堺・緑のミュージアム「ハーベストの丘」に行きました。ささゆり作業所から車で40分
ほど移動し、キッチンハウスでハンバーグや自家製ソーセージの昼食を食べました。お腹が満たされ
た後は、園内をのんびりと散策しました。広々とした景色を眺めながら、ゆったりとした贅沢な時間
を楽しんできました。

支援員 安藤 信二


